
 

 

 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸ，ｎｅｗＯＤＦによる 

  ODF解析とＧｈｏｓｔ 
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概要 

 ＯＤＦ解析にはＧｈｏｓｔが付き物であるが、ソフトウエアによってはその低減対応されている 

   ソフトウエアも存在している。 

   以下にＨｅｒｍｏｎｉｃ法(MTEX)，ＡＤＣ法(LaboTex)、ＷＩＭＶ法(newODF)を比較する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最初にＢｒａｓｓ方位１００％の解析を行う。 

 入力データ 

  

 

ＭＴＥＸ 

 odf=calcODF(pf) 

  

等高線 step=5では綺麗な ODF図が表示される。 

 ＭＴＥＸはＴｒｉｃｌｉｎｉｃで計算し、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

 

 

 

 

 



等高線 step=1では ODF図に Ghostが表示される。 

 Ghostが表示される    Ghostではない          φ=0deg 

  

Grass位置の３Dプロファイル表示 

      拡大 

 

 

   Ghostではない 

  ＭＴＥＸでは、半価幅一定のプロファイルの畳み込みで表示され、φ2で分割された 

        プロファイルの裾野がなだらからに続く 

   Ghostが表示される  

  ｂｒａｓｓ方位の密度１１６の副方位（Ｇｈｏｓｔ）が発生している。 

  しかし、大分減衰している。 

  しかし、狭い半価幅を指定すると、徐々に大きくなる。 

 



等高線０－＞１を step=0.05で表示  

     

等高線１－＞２を step=0.05で表示  

  

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

入力極点図と再計算極点図 

 

解析 ODF図 

 

 ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし解析を行う。 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ step=1.0 

  

Step=0.01 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘのＧｈｏｓｔ対策は完全です。 

 



ｎｅｗＯＤＦ（仮称） 

 ｂｒａｓｓ１００％では となり計算できない。 

  ｂｒａｓｓ８０％では で解析されている。 

ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔ 

Step=1.0 

  

Step=0.02                        0->1を step=0.02で表示 

   

       各種Ｇｈｏｓｔが認められる。 

 ＧｈｏｓｔはＭＴＥＸと同じ規則性 



ｎｅｗＯＤＦ解析ではｂｒａｓｓ８０％であったため、ＬａｂｏＴｅｘでｂｒａｓｓ８０％と比較 

 

  

Step=0.02                      0->1を step=0.02で表示 

  

       Ｇｈｏｓｔは少ない 



まとめ 

 Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法は、ｇｈｏｓｔが発生し易く、ＭＴＥXでも認められる。 

   一方、直接法である、ＡＤＣやＷＩＭＶでもｇｈｏｓｔは発生するが、ＬａｂｏＴｅｘのように 

   ｇｈｏｓｔの発生を軽減させる対策も行われている。 

   Ｌａｂｏｔｅｘではｇｈｏｓｔは発生し難いが、ＷＩＭVのｎｅｗＯＤＦはｇｈｏｓｔが認められる。 

   方位密度１．０以下はｒａｎｄｏｍ評価に使われるが、ｇｈｏｓｔが多いと評価に使えない。 

   使用したｎｅｗＯＤＦのバージョンは古く、最新バージョンでは改善されている可能性があります。 

 

追加 

ｎｅｗＯＤＦのｂｒａｓｓ１００％の解析ができない件で、ｃｕｂｅ５０％－ｂｒａｓｓ５０％の 

解析を行ってみました。やはり 解析できない 

 

入力データ 

 密度に０．０が含まれると解析出来ない？？？？ 


